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国民健康保険特別会計の赤字解消のため、個人負担と

して17.41％の保険税の引き上げと、一般財源から17.41％

を操出する議案が提案されました。この内容で青森市長が

青森市国民健康保険運営協議会に諮問、協議会は諮問通

りに市長に 17.41％引き上げの答申を行い、負担が多すぎ

るとの意見が議会から出されたものの、意見を取り入れる

事無く、答申通りの議案として提案されましたが、市議会で

否決をされました。市長はこの否決を受け、青森市長選挙後

に再度 17.41％引き上げをする考えを示しました。

● 4人世帯（40 代夫婦、子ども 2 人）介護保険納付者２名

　給与収入311万1千円　年間 75,100 円（19.64%）引き上げ

● 2 人世帯（夫婦）介護保険納付者　無し

　年金収入188 万円　　　年間 12,400 円（11.95%）引き上げ

● 軽減世帯数　　27,479 世帯（全体の 55.18％）

◆国民健康保険税大幅引き上げ（１７．４１％）議案を否決◆

比　　較

5,056 7,908 △ 2,852

平成２５年度平成２５年度 平成２４年度平成２４年度 比　　較

170,071 172,159 △ 2,088

( 単位 ：百万円 ) ( 単位 ：百万円 )
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平成25年度 一般会計当初予算成立
～当初予算額　１,２９７億円（骨格予算）～

● 市債残高は、平成２１年以降、
　４年連続で減少（借金）

● 財政調整のための基金残高は、
　大幅に減少（貯金）

本年４月に市長選挙を控えていることから、この市長選挙によって市民の負託

を受けた市長が施策を展開しやすくするため、政策的経費の一部を計上しない

「骨格予算」を念頭においた予算編成されました。

しかし、従前から事業が進められていた「新ごみ処理施設整備事業」や「小学

校給食センター等運営整備事業」の事業本格化のほか、土地開発公社に対する

貸付金償還の影響などにより、新青森市移行後最大の予算規模となっています。

＜主な取組み＞
○ 市民の命を守る優先的・緊急的な取組み

　　防災対策事業（津波ハザードマップ作成費等）（新） 

○ 子ども・子育て支援の充実

　　子どもの権利擁護委員運営事業（新） 

○ 地域福祉の推進

　　障害者福祉ショップ開設事業（新）

○ 都市拠点の形成と雪対策

　　古川一丁目優良建築物等整備事業（新）

　　中心市街地歩道融雪施設等整備事業

　　　（平成２４年度繰越事業）

　　除排雪業者貸与除雪機整備事業（小型ﾛｰﾀﾘ 1ー台・新）

　　除排雪対策事業（継）

　　石江地区一般保留地購入費助成 ( 新 ) 

○バス路線再編事業（拡充）

○ 国民健康保険制度の安定的運用（負担緩和のため、一般財源から半分繰出）

　　国民健康保険事業特別会計繰出金

（前年度比　１３６億円　１１.６％の増）

平成２５年度 予算編成の基本的な考え方

普通建設事業費
17,687
13.6％

普通建設事業費
17,687
13.6％

義務的
55.6％
義務的
55.6％

人件費
13,721
10.6％

人件費
13,721
10.6％

公債費
21,078
16.3％

公債費
21,078
16.3％

投資的
13.6％
投資的
13.6％

物件費
13,460
10.4％

物件費
13,460
10.4％

その他
13,108
10.1％

その他
13,108
10.1％

その他
30.8％
その他
30.8％

補助費等
13,393
10.3％

補助費等
13,393
10.3％

扶助費
37,210
28.7％

扶助費
37,210
28.7％

災害復旧費　
0　　0.0％

歳　出
（性質別）

単位：百万円

単位：百万円

国・県支出金
　31,090
　24.0％

国・県支出金
　31,090
　24.0％

市税
34,615
26.7％

市税
34,615
26.7％

自主
財源

39.6％

自主
財源

39.6％
依存
財源

60.4％

依存
財源

60.4％

地方交付税
27,543
21.2％

地方交付税
27,543
21.2％

その他　
自主財源
13,768　
10.6％　

その他　
自主財源
13,768　
10.6％　

諸収入
3,011
2.3％

その他依存財源
4,264
3.3％

市債
15,366
11.9％

市債
15,366
11.9％

歳　入
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融
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た
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さ
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で
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地
下
熱
を
利
用
し
て
融
雪
す
る

場
合
、
地
下
１５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ボ
ー

リ
ン
グ
を
し
て
採
熱
す
る
必
要
が
あ

り
、
通
常
よ
り
深
い
側
溝
を
設
置
し
た

だ
け
で
は
必
要
な
熱
量
は
確
保
で
き
な

い
の
で
困
難
。

側
溝
に
投
雪
す
る
事
に
よ
り
、
側
溝

内
で
雪
が
溶
け
て
い
る
事
か
ら
、
側
溝

の
更
新
工
事
を
す
る
時
、
通
常
よ
り
深

い
側
溝
を
設
置
し
て
、
冬
期
間
の
融
雪

に
使
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
事
か
ら

質
問
し
た
。

（
夏
期
間
は
ポ
ン
プ
を
利
用
し
、
雨
水
が

滞
留
し
な
い
よ
う
に
す
る
）

●青森市文化スポーツ振興公社の職員の解雇問題について
●油川市民センターの指定管理者制度について
●重度心身障がい者移動支援（タクシー券等）対策事業
●給与削減について
●住民からの意見について
ー要望ー
○危険家屋について（片屋根への雪止めの設置）
○庁舎について（改修への考え）
○特別支援学校への支援体制について
○学校の窓ガラスの飛散防止対策のフィルム（避難経路
への対策）

○国道７号バイパスから新青森駅東口の進入について
（除雪の徹底）

た
農
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用
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て
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湾

河
川
課
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協
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て
い
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だ
き
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が
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解
で
き
ま
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た
。
こ
れ
ま
で
、
か
つ

て
の
農
業
用
水
は
線
路
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の
新
青
森
駅
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で
新
城
川
に
導
か
れ
排
水
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
か
つ
て
の
線
路
下
の
農
業
用
水
の

水
路
が
残
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
て
い
ま

す
。こ

の
地
区
の
恒
久
的
な
雪
対
策
の
一

つ
、
流
・
融
雪
溝
は
現
状
で
は
不
可
能
と

判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
田
１
丁
目
の
工

業
グ
ラ
ン
ド
跡
地
の
雨
水
ポ
ン
プ
場
は
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
雪
対
策
へ
の
利
用
は
考

慮
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
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般

質

問

一
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質
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予算委員会での質問と要望予算委員会での質問と要望

＝
そ
の
他
の
一
般
質
問
＝　

２
．浪
岡
不
燃
物
処
分
場
の
二
次
調
査
の
進

捗
状
況

３
．宅
地
分
譲
に
つ
い
て（
富
田
３
丁
目
の
工

業
高
校
跡
地
の
分
譲
地
の
課
題
）

４
．町
名
変
更
に
伴
う
手
続
き
の
簡
素
化
に

つ
い
て

５
．生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
扶
養
能
力
調

査
の
目
的
と
手
法
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
雪
対
策
の
質
問

恒
久
的
な
雪
対
策
に
つ
い
て

１
．河
川
水
を
利
用
し
た
簡
易
流  

　

雪
溝
に
つ
い
て

沖
館
川
、
新
城
川（
通
称

新
田
川
）等

の
河
川
水
、
ま
た
は
消
火
栓
の
水
を
利

用
し
、
既
存
の
側
溝
に
流
す
簡
易
型
流

雪
溝
の
利
用
が
可
能
か
質
問
し
た
。

答
弁　

既
存
の
道
路
側
溝
は
幅
が
３０
～

４０
㎝
で
流
雪
溝
と
は
構
造
が
違
い
、
側

溝
へ
の
投
雪
に
よ
る
道
路
冠
水
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
困
難
。

※

桜
川
地
区
の
流
雪
溝
の
工
事
費
は
１

　

世
帯
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約

３００
万

　

円
に
な
る

２
．側
溝
で
の
地
熱
利
用
の
簡
易
融
雪
溝
つ
い
て

議会活動の２年間を振り返って、 地元に恒久的な

雪対策を進めるには、予算の執行権のある市長になら

ないと無理なような気がしてきました。 今後とも諦める

事無く、 毎年訪れる冬（雪）対策、 少しでも快適な冬

を過ごすための方策を議会で訴えていきますので、 地

域の皆様のご意見・ご協力をお願い致します。

新
年
度
予
算
に
調
査
費
の
要
望

　

新
年
度
予
算
に
河
川
水
を
利
用
し
た

流
・
融
雪
溝
の
設
置
可
能
性
調
査
（
既
存

の
側
溝
を
利
用
し
た
簡
易
流
・
融
雪
溝

の
実
験
予
算
）を
要
望
し
た
が
、一
般
質
問

で
の
答
弁
の
通
り
で
実
施
困
難
と
の
こ

と
で
し
た
。

☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党・市民の会控室　藤田 まこと

TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902
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